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▲今回の高精度ゲノム解読の対象となったアメリカン・ショートヘアーの仙豆ちゃん 
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アニコム ホールディングス株式会社（代表取締役 小森 伸昭）の子会社であるアニコム先進医療研究所株式会社

（代表取締役社長 堀江 亮）、国立遺伝学研究所、公益財団法人 かずさ DNA 研究所、香港中文大学、宮崎大学、

麻布大学は、共同研究（以下 本研究）を通じて、ネコのすべての遺伝情報（ゲノム）を正確に解読するとともに、

これまで染色体上で見つかっていなかった遺伝子を 1,600 個以上明らかにすることに成功しました。この成果は、

ネコの遺伝研究の基盤情報となるだけでなく、未知の遺伝病解明や再生医療、分子標的薬開発への応用が期待され

ます。 

本研究の成果は、オランダの出版社 Elsevier が刊行する学術誌『Journal of Advanced Research』にて、10 月

28 日にオンライン公開されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【原論文情報】 

掲載誌：Journal of Advanced Research 

論文リンク：https://doi.org/10.1016/j.jare.2024.10.023 

 

DOI： 10.1016/j.jare.2024.10.023 

原題：Chromosome-scale assembly with improved annotation provides insights into breed-wide genomic structure and diversity 

in domestic cats. 

著者名：Yuki Matsumoto, Claire Yik-Lok Chung, Sachiko Isobe, Mika Sakamoto, Xiao Lin, Ting-Fung Chan, Hideki Hirakawa, Genki 

Ishihara, Hon-Ming Lam, Shinobu Nakayama, Shigemi Sasamoto, Yasuhiro Tanizawa, Akiko Watanabe, Kei Watanabe, Masaru 

Yagura, Yoshihito Niimura, Yasukazu Nakamura 

 

■本研究の概要と成果 

 

生物のすべての遺伝情報（以下 ゲノム）は、その生物を形作るもっとも基本的な情報です。ヒトではゲノムを詳

イエネコの高精度なゲノム解読と未解明の遺伝子群の発見 

動物の個別化医療へ前進 

https://doi.org/10.1016/j.jare.2024.10.023


 

 

細に読み解くことで、遺伝病研究やがんの個別化医療、人類史の解明に貢献しています。国際基準ゲノム配列（以

下 参照配列）は、こうした研究を行う上でなくてはならない基盤情報ですが、ヒトやマウスなど一部を除く多く

の動物では、この情報はいまだ未整備あるいは不完全なままであり、詳細な生物学研究を進める上で課題となって

いました。 

 

イエネコは 2007 年に最初の参照配列が公開され、以降様々な遺伝研究や獣医学研究がなされてきました。この

参照配列は何度も更新され、現在のバージョン（felCat9）まで精度が向上してきましたが、それでもまだ配列解

読時のエラーが存在することや、未解読の配列が多く存在していました。実際に、これまでの私たちの研究でも、

この解読エラーが遺伝病の分析に悪影響を与えていることが示されています＊１。また、イエネコは国や品種によ

り遺伝的に多様であることが分かっています＊２が、felCat9 はアビシニアン種のネコに由来する DNA をベースに

した配列であり、数多く存在するネコ種をカバーするには限界がありました。一方、一部の品種では他の品種との

交配が認められており、そうした品種を使用した参照配列を構築することで、より多くのネコ種でより正確な遺伝

的変異の検出が期待できます。 

 

そこで本研究では、世界的にも人気があり、スコティッシュ・フォールドなど近縁な品種が多いという特徴をもつ

アメリカン・ショートヘアーで高精度なゲノムの解読および参照配列の樹立を行うとともに、遺伝子の情報基盤と

なる転写物（RNA）の情報を詳細に解析し、より正確に、かつ多くの品種に応用できる参照配列の構築を目指しま

した。 

 

●参照配列の開発 

本研究ではまず、PacBio 社のロングリードシークエンサーに加え、Illumina社のショートリードシークエンサー、

Dovetail 社の Hi-C、Bionano 社の Saphyr といった先進的なゲノム配列解読技術を活用し、メスのアメリカン・

ショートヘアーのゲノム配列を解読し、参照配列を新たに開発しました。この参照配列は、アニコムの名を冠し

Anicom American Shorthair 1.0 （AnAms1.0）と名付けました。 

 

AnAms1.0 を 6 つのネコ科動物の参照配列と比較したところ、参照配列の品質の良さを示す指標である配列のエ

ラー率、再構築された塩基配列長の中央値（N50）、遺伝子の再構成のスコア（BUSCO スコア）が、いずれも既存

のネコ科動物の中で最も良い値となっており、最も正確に再構成された参照配列であることがわかりました。解読

が難しい嗅覚受容体の遺伝子群においても、AnAms1.0 は felCat9 よりも多くの完全な遺伝子が再構成されてい

ることがわかりました。 

 

●遺伝子情報の解析 

次に、一般的に使用される遺伝子の転写物を解読する RNA-Seq に加え、ロングリードシーケンサーによって転写

物の全長を解読する Iso-Seq により、遺伝子の情報を詳細に解析しました。その結果、染色体上に存在する遺伝

子のうち、1,685 個の遺伝子が新たに検出されました。遺伝子は病気や形態形質などを形作る重要な因子である

ため、今回の発見は、ネコの個別化医療や再生医療といった獣医療の発展に貢献すると考えられます。なお本研究

で得られた正確性の高い遺伝子情報は、筋ジストロフィーに関与する遺伝子変異の同定と＊１、再生医療への応用が

期待できるネコの iPS 細胞の作製の際にも実際に使用されました＊３。 

 



 

 

これらのデータは、国立遺伝学研究所の中村保一教授らが運営する独自のネコゲノムデータベース Cats-I （キ

ャッツアイ、https://cat.annotation.jp/）やアメリカ国立生物工学情報センター（NCBI）等で公開され、世界中

の研究者に利用されています。 

 

＊１ 親猫にはない新規の遺伝子変異により筋ジストロフィーを発症したネコの症例を報告（2024 年４月 18 日 アニコム損害保険株式会

社ニュースリリース） 

https://www.anicom-sompo.co.jp/news-release/2024/20240418/ 

＊２ アニコムがミズーリ大学（米国）、京都大学野生動物研究センターと共同で論文発表（2020 年 12 月３日 アニコム先進医療研究所株

式会社ニュースリリース） 

https://www.anicom-med.co.jp/news/20201217.html 

＊３ 世界初！遺伝子挿入がなく高品質なネコ iPS 細胞の安定作製に成功（2024 年９月４日 アニコム先進医療研究所株式会社ニュースリ

リース） 

   https://www.anicom-med.co.jp/news/pdf/20240904.pdf 

 

▲構築された高精度の参照配列（AnAms1.0）と既存の参照配列（felCat9）のゲノム全体の比較。青丸で示した部分はとくに

違いが大きい領域を示しています。 

 

■まとめ 

 

本研究では、イエネコの遺伝情報をより正確に解読したことにより、これまで未解読だったゲノム領域を明らかに

するとともに、多くの遺伝子の発見に繋がりました。これらの成果は、遺伝学や関連分野への波及効果だけでな

く、獣医療の発展にも貢献すると考えられます。 

今後もアニコムグループでは、遺伝子をはじめとした様々な研究や、その知見を生かした遺伝子検査サービスを通

じて、獣医療の発展と動物福祉の向上を目指してまいります。 
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■各研究機関概要 

 

●アニコム先進医療研究所株式会社について 

ペット保険シェア No.1＊のアニコム損保を中核とするアニコムグループの一員として、どうぶつの医療分野にお

ける基礎研究の推進、先進医療の研究・開発を目的として 2014 年に設立されました。 

遺伝学的研究のみならず、再生医療を含めたどうぶつ医療の発展を目指すとともに、当社グループのビジョンであ

る予防型保険の実現や、早期発見・早期治療の体制構築、治らない・治りにくい疾病を「治す」医療技術の開発に

向けて取り組んでいます。 

HP：https://www.anicom-med.co.jp/ 

＊シェアは、各社の 2023 年の契約件数から算出。(株)富士経済発行「2024 年ペット関連市場マーケティング総覧」調査 

 

●宮崎大学について 

宮崎大学は、教育学部・医学部・工学部・農学部・地域資源創成学部の５学部と７大学院研究科を有する国立総合

大学で、「世界を視野に、地域からはじめよう」のスローガンのもと、グローバルな影響を常に考慮しつつ、ロー

カルな場を活動の拠点として、その成果を広く世界に発信することを大切にしています。特に、異分野融合の研究

に力をいれており、2007 年度に農学工学総合研究科（博士後期課程）を設置したほか、2010 年度に日本で初め

てとなる医学と獣医学が融合した医学獣医学総合研究科（博士課程）も設置するなど、他大学に先駆けて異分野融

合型の研究体制の土台を築いており、関係機関と連携しながら地域の産業振興に役立つ研究と人材育成に力を入

れています。 

宮崎大学の概要：https://www.miyazaki-u.ac.jp/public-relations/publications/outline.html 

 

●麻布大学について 

麻布大学は、2025 年に学園創立 135 周年を迎えます。動物学分野の研究に重点を置く私立大学として、トップ

クラスの実績を基盤に新たな人材育成に積極的に取り組んでいます。 

本学は、獣医学部（獣医学科、獣医保健看護学科、動物応用科学科）と生命・環境科学部（臨床検査技術学科、食

品生命科学科、環境科学科）の 2 学部 6 学科と大学院（獣医学研究科と環境保健学研究科）の教育体制に、学部

生、大学院生が学んでおり、ヒトと動物のよりよき関係をつなぐ専門性の高い人材育成を進めていきます。 

麻布大学の概要： https://www.azabu-u.ac.jp/about/ 

 

 

 

＜研究に関する問い合わせ先＞ 

アニコム先進医療研究所株式会社 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 8-17-1 住友不動産新宿グランドタワー39 階 

MAIL：anicom_medical@ani-com.com 

＜発信元＞ 

アニコム ホールディングス株式会社 

広報担当 

MAIL：pr@ani-com.com 

宮崎大学 総務広報課 

MAIL：kouhou@of.miyazaki-u.ac.jp 

TEL：0985-58-7114 

麻布大学 入試広報・渉外課 

MAIL：koho@azabu-u.ac.jp 
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